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視察報告

石川県羽咋市　神子原地区

限界集落活性化への道
視察先

み　こ　はらは　くい

滋賀県東近江市
サルの被害対策は
視察先

一般質問

一般質問
15人が登壇

イ
ベ
ン
ト
の
職
員
動
員
は

公
平
性
が
保
た
れ
て
い
る
か

市
長

公
平
性
に
特
に
課
題
が

あ
る
と
思
わ
な
い

市政を問う市政を問う市政を問う

　本市でも「ふるさと共援活動支援事業」が取り組まれ、今後、限界集落に「水と緑の里づく
り支援員」を配置する「小規模集落支援事業」や「共に育む命の里事業」が実施されようとし
ている。
　この活性化事業は、明確な目標と地域の特殊性を踏まえたビジョンをつくり、地域住民との
信頼関係を築きあげる専任の職員を配置することで、一過性のものではなく、住民を自立へと
導く先を見据えた取り組みが求められる。
　　職員のやる気が大事「村おこし、まちおこし、役場おこし」の信念が必要

捕獲したサルにテレメトリー発信器を取り付け、
群れの動向調査に取り組む
地元住民のサル鉄砲での追い払い対策
モンキードッグによる追い払い活動
周辺の樹木を伐採し、棲家をなくすことや住民と
の学習会が必要



市
税
の
減
免
基
準
を
無
視
し
て

却
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

市
長
基
準
ど
お
り
や
っ
て
い
る
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一般質問一般質問

ウ
ッ
カ
リ
一
票
。

　
ガ
ッ
カ
リ
二
期
八
年
！

市
長

真
摯
に
耳
を
傾
け
る

農
地
法
等
の
改
正
が

あ
っ
た
が

市
長
農
業
の
振
興
に
し
っ
か
り

取
組
む

学
校
再
配
置
後
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

教
育
長

地
元
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
す
る
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一般質問一般質問

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
よ

医
療
制
度
の
充
実
は

必
要
で
あ
る

市
長

久
美
浜
だ
け
の

バ
ス
負
担
金
の
意
義
は

市
長
よ
く
知
ら
な
い
が
、

受
益
者
負
担
で
は
な
い
か

価
格
保
障
で

　
　
農
業
再
生
を

市
長

国
の
議
論
・
具
体
化
を

ふ
ま
え
て

学
校
再
配
置
に
よ
る

財
政
効
果
は

市
長

示
す
段
階
に
な
い
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一般質問一般質問

強
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

対
応
や
心
構
え
は

市
長

気
を
引
き
締
め
備
え
て

い
く

市
長

限
界
集
落
に
支
援
員
を

配
置
す
る

過
疎
高
齢
化
集
落
対
策
は

京
丹
後
市
独
自
の

教
育
施
策
に
つ
い
て

市
長
必
要
な
も
の
は
し
っ
か
り

手
当
て
し
て
い
き
た
い

人
口
増
や
す
施
策
を

最
重
要
課
題
に

市
長

市
役
所
あ
げ
て
全
力
を

尽
く
す



22
年
度
減
反
転
作
飼
料
米
等

栽
培
の
見
通
し
は

取
り
組
む
農
家
を
募
り
体
制

整
備
を
行
い
支
援
す
る

市
長
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市政への意見・提言

８
月
報
告
会
の
ま
と
め

市民に開かれた
議会を目指します。市民の皆さまとの懇談会

一般質問

再
配
置
計
画
に
は

住
民
の
姿
が
見
え
な
い
！

「
声
な
き
声
」の
把
握
も

重
要

市
長

市
長
へ
の
意
見

主
な
内
容

議
会
へ
の
意
見



市市民の市民の市民の

24

市民の声・あとがき

芦
田
　
行
雄

弥
栄
町
和
田
野
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